
4,590件
平成 23年

1,435件

令和４年

　
久
留
米
市
の
「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
３

回
目
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
国
際
認

証
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
成

果
と
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し

ま
す
。

　３
回
目
の
認
証

　
「
身
の
回
り
で
起
こ
る
け
が
や
事
故

は
、
予
防
で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本

的
な
考
え
方
に
基
づ
き
、
市
は
、
平
成

23
年
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て

「
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
国
際
認
証
審

セーフコミュニティ３回目の国際認証

査
で
、
審
査
員
か
ら
「
災
害
や
コ
ロ
ナ

に
も
関
わ
ら
ず
、
取
り
組
み
を
工
夫
し
、

成
果
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
、
本

当
に
素
晴
ら
し
い
」
と
、
高
い
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
12
月
９
日
に
久
留
米
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
の
久
留
米
座
で
行
わ
れ
た

認
証
式
で
、
原
口
新
五
市
長
は
、「
認

証
取
得
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
大
切
な

の
は
、
け
が
や
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
注
意
す
る
こ

と
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原
点
に

立
ち
返
り
、
安
全
安
心
な
久
留
米
を
作

り
ま
し
ょ
う
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

取
り
組
み
は
着
実
に
浸
透

　
取
り
組
み
の
成
果
は
数
字
に
現
れ
て

い
ま
す
。
令
和
４
年
の
交
通
事
故
件
数

は
１
１
９
５
件
。
平
成
23
年
と
比
較
し

て
60
・
４
％
減
少
し
ま
し
た
。
校
区
防

災
士
は
平
成
28
年
度
の
15
人
か
ら
１
５

７
人
と
10
・
４
倍
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
も
取
り
組
み
は
浸
透

し
て
い
ま
す
。
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

標
語
は
応
募
数
が
年
々
増
加
。
今
年
度

は
過
去
最
高
の
３
４
４
１
点
の
中
か

ら
、
平
山
瑛
志
郎
さ
ん
（
西
牟
田
小
４

年
）
の「
ゆ
だ
ん
せ
ず 

見
な
れ
た
道
で

認証を記念して、国際セーフコミュニティ認
証センターから盾と旗が贈られました

データでみる成果と取り組みのポイント
交通安全

【交通事故件数】

子どもの安全
【18 歳以下の外因による救急搬送件数】

高齢者の安全
【認知症サポーター養成講座受講者数】

（延べ人数）

犯罪・暴力の予防
【一般刑法犯の認知件数】

自殺予防
【自殺者数】

防災
【校区防災士養成人数】

交通安全対策委員会
服部昌子さん

みんなで取り組む
安全安心のまちづくり

　市内で発生した交通死亡事故のう
ち、高齢者が半数を占めています。
早朝や夕暮れ時などは特に注意が必
要。出かける時は、明るい色の服装
にしたり反射材を着けたりしましょ
う。車から認識されやすくなります。

高齢者の
安全対策委員会
桑島俊明さん

　認知症について正しく理解し支
える「認知症サポーター」も増え
てきました。認知症の人やその家
族が住み慣れた地域で安心して暮
らし続けられるよう、温かく見守
り支える仕組みづくりが進んでい
ます。

自殺予防対策
委員会
大治太郎さん

　悩みを話したり、相談したりする
のはとても大切です。自分だけで抱
え込まず周りを頼りましょう。
　いじめや進路などで悩んでいる子
どものＳＯＳをキャッチするために
も、日頃からの会話も大切です。

学校安全対策委員会
広津猛さん

防犯対策委員会
猪飼廣幸さん

防災対策委員会
今村俊夫さん

　災害に備えて、住んでいる地域のハ
ザードマップを確認し、避難所や避難
経路について考えてみましょう。
　食料備蓄は缶詰やレトルト食品を多
めに買って、食べた分を買い足す「ロー
リングストック法」がお勧めです。

も 
右
左
」が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

一
人
一
人
の
日
頃
の
ち
ょ
っ
と
し
た

取
り
組
み
が
「
安
全
安
心
な
久
留
米
」

の
実
を
結
び
ま
す
。

問
安
全
安
心
推
進
課
（
☎
０
９
４
２
・

３
０・９
０
９
４
、
℻
０
９
４
２・３
０・

９
７
０
６
）

安全安心まちづくり
セーフコミュニティ
国際認証都市 久留米

3,018件
平成 23年

1,195件

令和４年

540件

平成 23年度

424件

令和４年度

2,503件

37,084件
（延べ人数）

77人
平成 23年

58人

令和４年

15人

157人

原口市長から表彰状を受け取る平山さん

　学校などで安全に過ごすために
は子ども自身がルールを守るだけ
でなく地域の見守りも大切です。
　また、保護者の心に余裕がない
と子どもに強くあたってしまうこ
とも。子育ての不安やストレスを
感じたら、気分転換しましょう。

　市内のニセ電話詐欺被害が増え
ています。「電話やメールでお金の
話は全て詐欺」と思い、「怪しいな」
と思ったら、すぐに警察や周りの
人に相談しましょう。コンビニや
ATM で「大丈夫かな」と思う人が
いたら、声を掛けましょう。

新しいロゴが完成
　セーフコミュニティをＰＲ
するために、新しいロゴがで
きました（写真）。「くるめふ
るさと大使」でクリエイター
のパントビスコさんがデザイ
ン。みんなでセーフコミュニ
ティに取り組
もうという思
いが込められ
ています。

平成 23年度 令和４年度

平成 28年度 令和４年度

Point Point Point

Point Point Point

12 月９日のセーフコミュニティフェスタでレスキュー体験

動画公開
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